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 大雪だったことを忘れてしまうような春の陽気が訪れ、満開の桜や草木の芽吹きが目に

入ってくる時期となりました。各学校では、子どもたちや教職員の皆さんとどのように新

たなスタートを切られたでしょうか。 

 すでにお手元に届いている令和７年度「学校教育の重点」をご覧になったことと思いま

す。細かい内容等については、教育月報４月号や今後の説明等によりご理解いただくよう

お願いします。 

この「学校教育の重点」には、教育活動全般の土台の役割を果たす重点の一つとして、

「自校の実態に基づいた全校体制による指導・支援」が示されています。「全校体制」とい

う言葉について考えてみると、例えば、「組織的な対応」や「協働的」「チーム学校」「情報

共有」「連携」など、関連した意味合いを示す言葉が浮かんできます。これらは、最近の中

央教育審議会答申や各種諮問、ワーキンググループ等での会議内では頻繁に使われていま

すし、皆さんの職場でも多用されていると思います。 

 では、それらの言葉を使った際に、具体的に「どのような人員で」「何を」「いつ」「どの

ような場で」「どのような目的、理由で」「どのように」行うのかが、学校全体で共通理解

されているでしょうか。危機管理の場面、教育課程の改善、授業研究の推進、働き方改革

を進める場など、具体的に思い浮かべてみてください。 

 年度初めはどうしても各種確認事項や事務処理等が多く、本当に必要な「なぜこのよう

なことを行うのか」という部分がしっかり共通理解されないまま、手順や方法のみが注目

されて事が進むこともあるかもしれません。同様に、子どもたちの学びの場においても、

「なぜこれを学ぶのか」という問いに蓋をして、日々の授業が過ぎてしまうことも危惧さ

れます。教職員の皆さんにとっても、子どもたちにとっても、受け身ではなく、主体的に

教育活動を進めていくことが大切です。意見を交流させたり、議論を重ねたり、研修を深

めたりしながら、本当の意味での「全校体制」での取組や「協働的」な取組等となること

を願っています。 

 教職員の皆さんも子どもたちも、一人一人が個性あふれる素晴らしい力をもっています。

その力を個々に発揮しながら、また、結集して進めながら、様々な教育活動にチャレンジ

していく学校現場を支援できるよう、上越教育事務所は、「学校現場の応援団」として、組

織的・継続的に関わってまいります。頑張る皆さんのチームの一員に加えていただき、目

的や目標を共有し、協働的な取組を支援してまいりますので、ぜひ今年度も積極的にお声

掛けください。 
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問いに立ち戻り、より力を発揮できるチームに 
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 上越管内においては、令和６年度以前に発生した事案に関する  【事故報告の内訳】 

懲戒処分が昨年度２件ありました。また、令和６年度の上越管

内における教職員の事故報告は、右表のとおりです。 

 具体的には、財務管理の不備、体罰事案が発生しました。財

務管理については、事務職員任せにせず、管理職をはじめとす

る全教職員が関わり、複数でチェックする等、適切な運営をお

願いします。また、体罰は児童生徒の人権を著しく損なうこと

を全教職員で改めて確認し、学校全体で児童生徒の人権を尊重

した教育を推進するとともに、「体罰を許さない、生み出さな

い」学校風土づくりをお願いします。 

 教育事務所においても、管理訪問や要請訪問などを通じて取組を進めてま

いりますので、各学校においても管理職のマネジメントのもと、学校全体で

「非違行為を起こさない、発生させない」という強い決意で、令和７年度のス

タートをお願いします。                  （担当 学校支援第１課） 

 

 

 

 令和６年度管内における負傷・交通事故によ

る事故報告件数は 36件です。 

負傷事故については、休み時間中に児童生徒

同士が遊ぶ中で発生する事案が多く、その中で

も特に校舎内外で走っている最中に衝突する事

故が目立ちます。 

 交通事故については、学校管理下外で発生す

る事案がほとんどで、その中でも自転車に乗っている最中に発生した事故が７件報告され

ています。 

各学校におかれましては以下の点を踏まえ、児童生徒が安心・安全に生活を送るために

一層の指導支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

（担当 学校支援第２課） 

事故種別 負傷事故 交通事故 

小学校管理下 18 １ 
小学校管理下外 ０ ６ 
中学校管理下 ６ ０ 
中学校管理下外 １ ４ 

計 25 11 

非違行為根絶に向けて 

児童生徒の事故防止教育の充実を 

【「事故報告書数」(令和６年度) 】 

交通事故防止についての指導のポイント 

１ 自転車の安全な乗り方 

  道路横断前の一時停止と左右安全確認の

徹底。道路横断時の下車、ヘルメット着用

の奨励。交通標識の正しい理解。 

２ 安全な歩行の仕方 

  道路横断前の左右安全確認の徹底。信号

機等交通安全施設の利用奨励。 

負傷事故防止についての指導のポイント 

１ 安全教育の充実 

  安全についてのきまり・約束事の順守と

定期的な振り返りの場の設定。安全な学校

生活を目指した児童・生徒会活動の促進。 

２ 生活しやすい環境づくり 

  教室や廊下に不要な物を置かない。物を

置く位置を全校で統一する。 

【参考】「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」(文部科学省) 


